
高山夏希展

「モノたちの記憶、あかくなる結節点」

令和７年度 文化芸術の力を活用した地域のにぎわい創出事業 



高山夏希展 事業経過報告

主催｜岡山県、PORT ART&DESIGN TSUYAMA

アーティスト｜高山夏希

会場運営｜PORT ART&DESIGN TSUYAMA

  
  実施主体｜EKG合同会社 代表 飯綱洋平

歴史資源を通じた地域への愛着と誇りの育成



地域資源の活用｜津山市の歴史的資源である旧銀行建造物を舞台に、地域に眠る古物を人々の記憶を宿す媒体ととらえ、

現代の視点で新たな価値を創出し、現代アートを通じた地域の魅力向上を目指した。

津山高校生美術部ワークショップ｜次世代を担う高校生と作家が交流。プロ作家との対話を通じて成長を促した。



PORT ART&DESIGN TSUYAMAレンガギャラリー 大型インスタレーション



高山夏希 略歴

粒子の感触を確かめるように人間と物質の関係の再考を試み、

人・モノ・動物・環境などが一体性をもった自然観を表現する

Biography

1990 東京生まれ
2014 東京造形大学造形学部美術学科絵画専攻卒業
2016 東京造形大学大学院造形研究科美術専攻領域修了

Awards
2016 大賞 神山財団支援プログラム成果展

2016 後藤繁雄賞 アートアワードトーキョー丸の内2016

2014 TURNER AMBASSADORS 2014

2014 アッシュペーフランス賞 アートアワードトーキョー丸の内2014

2014 ZOKEI賞 東京造形大学修了制作展



water mirror_18

900 × 900 × 30mm(W×H×D), acrylic and resin on panel

2021年



歴史｜大正9（1920）年竣工 旧妹尾銀行林田支店 空間｜木造本館、レンガギャラリー、金庫、中庭

立地｜津山城東地区・旧出雲街道沿いのエリア 活用方針｜建築そのものを環境として捉える展示



津山市内を横断する旧出雲街道：播磨国姫路ー出雲国松江を結ぶ街道

古代より大和朝廷と出雲大社を結び、人、物、文化を運ぶ重要な役割を担った



江戸時代の旧出雲街道｜高山夏希氏は古地図を作品要素として参照



事業概要

高山夏希展

「モノたちの記憶、あかくなる結節点」

会場｜PORT ART&DESIGN TSUYAMA（旧妹尾銀行林田支店）

期間｜2025年11月29日〜12月21日（入場無料）



1 高山夏希「モノたちの記憶、あかくなる結節点」

2 展覧会

3 ギャラリートーク

4 クロージングコンサート

5 作品寄贈

6 津山高校美術部ワークショップ



1    高山夏希展

「モノたちの記憶、
あかくなる結節点」

– 古物収集・ヒアリング

– 作品制作

– 公開制作

– 展覧会フライヤー



収集された古物リスト 300点以上



古物収集・ヒアリング
地域に眠る古物を探し家々を訪ねた。提

供者の記憶を丁寧に聞き、作品の構想を

練る。主に津山城東地区や出雲街道筋の

家々から古物を提供していただいた。



津山城東地区 2025年10月18日〜22日



津山城東地区 2025年10月18日ー22日



津山城東地区 2025年10月18日ー22日



津山城東地区 2025年10月18日ー22日



奥津温泉街（鏡野町） 2025年10月19日



津山城東地区 津山洋学資料館 2025年10月21日



森本慶三記念館 / つやま自然のふしぎ館 2025年10月21日



作品制作
地域に眠る古物と提供者の記憶を丁

寧に紡ぎ、古物を活用した、津山な

らではのサイトスペシフィックなイ

ンスタレーション作品を創造した。

城東地区中心部の古民家で公開制作

を行った。

公開制作



2 展覧会   2025年11月29日ー12月21日

PORT ART&DESIGN TSUYAMAの木造本館、

金庫棟、中庭、赤レンガ倉庫といった様々な空

間で、作品と空間が渾然一体となるインスタ

レーションが生まれた。環境にあわせ変化に富

んだ表現手法が見られる。



展覧会フライヤー



展覧会フライヤー













3 ギャラリートーク 2025年12月21日

つやま自然のふしぎ館 森本信一館長、奈義町現代美術館学芸員 

遠山健一朗を迎え、アーティストの高山夏希とともに、「古物

と記憶」について鼎談を行った。古物や残されたモノの価値、

未来に繋いでいく意味などを語り合った。美術館、博物館にお

ける作品の価値や物語、生活に息づくモノについて深く掘り下

げる機会となった。



4 クロージングコンサート
ギャラリートークの後、菊地慎氏＋当真伊都子氏のデュオ 

synfilums によるクロージングコンサートを開催。高山夏希氏

のライブペインティングも行われた。当真氏の弾く電子ピアノ

や展示されている大理石に即興ペインティングを行った。幻想

的な演出に参加者は魅了された。華やかなクロージングイベン

トとなった。



5 作品寄贈・設置
大型インスタレーション作品を津山市内に留めておきたい作家

の要望から、当館から近いカンダミュージアム（ジュエリーカ

ンダ併設）への寄贈を実現した。地域にゆかりを持つ古物を活

用し再生させたアート作品を地域の中に常設できた。



6 津山高校美術部

          ワークショップ
津山高校美術部の生徒たちと部活動

の時間を使い、4日間のワークショッ

プを実施。「モノと記憶で生成する

現在」をテーマに、生徒たちが作品

制作を行った。作家は大和やデモン

ストレーションを行い、生徒の自主

性を引き出した。

2025年10月7日（オンライン）、10月20日ー22日 津山高校美術部にて



10月7日（オンライン）、10月20日ー22日 津山高校美術部にて





Fin

ご清聴ありがとうございました
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